


















































えばC6) 「CirceとMedeaの妖術」. (7) 「Deianeiraの毒シャツ」がある｡



















































オとジュリエット」 ・ 「-ムレット」 ・ 「シムベリン」の三つの劇は,毒殺劇
であって,最も成熟した後期の作品は,この点,初期のものよりゆたかな成果
を上げているので,ゲーテやシルレルに比すれば,正反対になる.
上記の三つの作品のほか,毒殺の素材を用いたのは, 「ジョン王」 ・ 「リア
王」 ・ 「冬の夜ばなし」 ・ 「リチャード三世」であって,毒薬自殺は, 「アン
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